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ペ リー率いる4隻の黒船が来航 し、

開国のきっかけとなった浦賀。

歴史の表舞台を飾った人々の足跡が、

いまも数多 く残 されている。

当時 と変わらぬlf l風を感 じつつ散策を楽 しもう。

取材 文 =小 棟新太郎

|のベリー公園にあるヘリー上陸記念l  E l .

に上性したペリーは浦賀本行所の役 人たちと

こ渉を始めることになる.
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３
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司
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三
郎
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始
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、
多
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偉
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ま
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わ
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史

跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。

京
急

本

線
浦
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駅
。
駅
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そ
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立
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巨
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浦
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。
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台
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お
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開

国
後
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浦賀湾を臨む風格のある作まい

東叶神社 (口十明神社・叶神社)

久里浜エリア

日本上陸の第

ペリー公園

子靭 |ド|
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養和元年 ( 1 1 3 1 )に京都神護寺の僧・文覚が源家の再果

を発願し、石清水八幡宮の霊を迎えたことに始まる。その後、

源頼朝によって願いが叶つたことから、叶大明神と呼ばれる

ようになつた。社務所の裏には、勝海舟が断食の前に水垢

離をした井戸がある。山頂にある本殿は昭和5 6年に再建。

●京急本線浦賀駅徒歩2 0分。神奈川県横須賀市東浦賀

2- 2 1 - 2 5  な0 4 6・8 4 1・5 3 0 0

山全体が県指定の天然記念物

明神山

東叶神社の背後にあり、拝殿脇の石段を上っていくと勝海

舟断食の碑がある。幕末に遣米使節の護衛艦となつた成臨

丸の艦長として、太平洋横断を成し遂げた勝海舟が、航海

の安全を祈り山頂で断食をしたと伝えられている。また、大

正9年 ( 1 9 2 0 )に建立された慰霊塔には、浦賀ドックで殉職

した3 0 7柱の御霊が記られている。●京急本線浦賀駅徒歩

2 5分。神奈川県横須賀市東浦賀2丁目付近

幕末の歴 史に欠かせない旅籠

吉田松陰・佐久間象山相会処 (徳田屋跡)の碑

徳田屋は、文化8年 (1 8 1 1 )に幕府の許可を得た御用御宿で、

大正時代まで続いた浦賀を代表する旅館。数多くの武士や

文化人が宿泊しており、ペリー来航の際には、吉田松陰が

徳田屋の主人からの情報をもとに、師の佐久間象山らと今

後の対応策を協議したことを日記に残している。建物は大

正12年 (1 9 2 3 )の関東大震災で倒壊。●京急本線浦賀駅

徒歩18分。神奈川県横須賀市東浦賀2- 7付近

検須資市の市制8 0周年

を記念し、昭和6 2年に開

館したペリー記念館。

アメリカ海軍提督ペリーが、久里浜海岸に上陸したことを記

念して明治34年 (1901)に建立されたベリー上陸記念碑があ

る。碑文は伊藤博文の筆によるもの。また、公園内にはベリー

記念館もあり、館内には黒船来航を再現したジオラマ模型な

どを展示している。●京急久望浜線京急久里浜駅東口徒歩

20分。ベリー記念館は9時～16時30分、月(祝の場合は理)

休。神奈)11県横須賀市久里浜7-14 な 046・334・7531

当時のIf垣をそのまま使って復 元

燈明堂跡 (千代ヶ崎台場跡)

灯台の先駆けとして、岬の突端に築かれていた燈明堂。慶

安元年 (1 6 4 8 )、幕府の命で築造 .明治5年 (1 8 7 2 )の廃

止まで、20 0年以上にわたつて海上の安全を守つていた。平

成元年に復元,その先には、幕末に幕府の命により江戸湾

坊備のために築かれた千代ヶ崎台場跡が残る。●京急本線

講貧駅から京浜急行バス「京急久里浜」行き6分の 「燈明

堂入回」下車、徒歩5分。神奈川県横須資市西浦賀6‐46

l



観音埼灯 台を囲む東京治の要衝

観着崎砲台跡 (観音崎公園)

文イヒ9年 (1 3 1 2 )建造。明治時代には観音

崎一帯が要塞となり、一般人の立ち入りは

姿止となつていた。現在rき、北門窮―・第

二砲台跡や三軒家砲台跡などを見て回る

ことができる。また、公園内には平成21年

に復元された本製の絶合も展示。●京急

本繰馬堀海岸駅から淵南京急バス「観音

崎J行 き16分の終点下車、徒歩5分 (北P弓

第一砲台跡)。神泰サ11県横須賀市鴨居4-

1ヽ20

観 善崎エリア

日本で最初に

点灯した洋式灯台

観曽埼灯台(観音崎公園)

慶応2年 (1866)、英米仏蘭4

カ国との江戸条約によって幕府

が建設を約束した8カ所の灯台

のひとつ。現在の灯台は三代目

で、大正14年 (1925)6月 1日に

再建された。●京急本線馬堀海

岸駅から湘南京急バス「観音崎」

行き15分の終点下車、徒歩10分。

9時～17時 (10～3月は～16時)、

不定体。入場200円 ,神奈サ11県

横須賀市鴨居4内1187 恋 046・

841・0311

2 3基 の墓石がある

市指定 史跡

会津藩士の墓 (腰越墓地)

文化7年 (1810)からの約10年間、

江戸を守る海二防備のために、

観音崎や腰越陣屋に会津藩士

が詰めていた。その際亡くなっ

た藩士や家族が葬られている。

沿岸警備の任務が浦賀奉行に

移ると、会津藩はその任を解か

れたが、ペリーの来続に合わせ

て房総半島などにも派遣された。

●京急本線薦資駅から湘南京

急バス「観替崎」行き10分の「腰

越ど下車、徒歩5分 。禅森サ11県

横須賀市鴨居3‐24付近
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